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夏休みの
O 

力作がいっぱい
乙

J 

9月8日から11日までの4日

問、市内、小中学生の夏休み中
ぞじと

の作品展覧会が、新しい市民会

舘 3階会議室で聞かれました。
てeきく~. 

今年は個人的な作品の中に、

箕島の地質研究や、鈴田地方の
b、
、，J

石器の収集研究などグループの

作品や研究が目立っていました O 
出品点数=約1，000点

吋/

植松住宅団地完成近し
るもので、 市営住宅78戸、県営住宅40戸です。

総工費約8千9百万円。

写真=最終年度の建築工事も急ピ Yチ

植松郷に簡易耐火構造平家建118戸の住宅団地ができあ

がろうとしています。これは3カ年計画で行なわれてい
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前
一
号
つ
づ
き
)
そ
れ
は
と

て
も
ひ
ど
〈
地
震
に
経
験
の

な
い
私
達
に
と
っ
て
は
、
お

ど
ろ
き
と
不
安
で
一
時
は
ど

う
す
る
乙
と
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
時
が
た
つ

昭和33年4月22日第三種郵便物認可 &

お

し
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
聞
く

市
民
の
体
位
の
向
上
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
、
次

の
日
程
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕
(
一

般

コ

ー
ス
、
青
少
年
コ
l
ス
)

日
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月
初
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四
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毎

週
土
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日
月

4
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日
日
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間
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後
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時
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助
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ラ
ウ
ン
ド
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県
民
の
心
を
共
通
な
も
の
に

市
立
玖
島
中
学
校

二

年

二

組

今

里

諭

美

に
つ
れ
て
新
潟
を
愛
す
る
県

民
の
心
が

一
つ
と
な
り
、
お

互
い
に
力
強
〈
は
げ
ま
し
あ

っ
て
立
ち
直
る
乙
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
全
国
の
人
2

々
の
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げ
ま
し
も
そ
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と
う
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ナ
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バ
ド
ミ
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〕

日
程
四
月
日
目
、
羽
田
、

日
月
四
日
、
四
日
、
臼
月

毎
週
日
曜
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間
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前
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時
J

M
時
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所

西
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体
育
舘
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初
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三
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な
も
の
で
、
数
々
の
は
げ
ま

し
の
手
紙
求
援
物
資
な
ど
で

私
達
を
力
ず
け
て
〈
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
や
は
り
あ
の
時

の
国
体
が
も
の
を

い
っ
た

の

で
す
。
あ
の
時
県
民
の
心
が

一
致
し
て
な
か
っ
た
ら
、
私

達
は
心
の
よ
り
ど
乙
ろ
を
な

〈
し
協
力
で
き
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

他
の
県
の
人
々
も
よ
い
印
象

を
う
け
な
か
っ
た
ら
あ
ん
な

に
強
い
応
援
を
う
け
る
乙
と

は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

〔
陸
上
競
技
〕

日
程

9
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初
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日
月

7
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四
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、
紅
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、
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月
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、
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日

時
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5
時

場
所

市
営
陸
上
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技
場

9
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初
日
ま
で
に
教
育
委

ー
員
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
c

受
講
料
は

い
り
ま
せ
ん
が

で
き
る
だ
け
用
具
を
用
意
し

て
〈
だ
さ
い
。

漁
舟
漂
流
物
の
お
し
ら

せ
八
月
十
五
日
市
役
所
沖
合

4 

そ
れ
で
長
崎
国
体
で
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
心

が
一
つ
と
な

っ
て
国
体
に
む

け
ら
れ
れ
ば
、
な
ん
と
な
し

に
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
き
と

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
し
て
長

崎
は
美
し
い
街
で
す
か
ら
、

県
民
の
心
が

一

本
当
に
す
ば
ら

か
な
街
が
で
き

そ
し
て
そ
れ
に

の
人
々
と
の
ふ

る
い
も
の
と
な

二
十
メ

ー
ト

ル
で
手
乙
ぎ
漁

舟
(
長
さ
六
メ

ー
ト
ル
、
巾

一
、
五
メ
ー
ト
ル
〉
を
拾
得
し

て
い
ま
す
。

心
当
り
の
方
は
市
会
計
課

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

県
多
良
見
職
能
指
導
所

訓
練
生
募
集

内
部
障
害
回
復
者
で
職
業

を
身
に
つ
け
た
い
方
は
九
月

三
十
日
ま
で
に
市
福
祉
事
務

所
に
申
込
み
〈
だ
さ
い
。

〈
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事

務
所
に
お
た
ず
ね
〈
、
だ
さ
い

ー〆(

市
民
み
な
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
は

す
べ
て
市
政
だ
よ
り
で
す

は
や
く
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う

犬の登録と第2回の狂犬病予防

注射をつぎのとおり行ないます。

マ対象犬生後91日以上の犬

マ手数料登録手数料1頭につき

300円

注射手数料1頭につき

210円

犬は丈夫な〈きりか、ひもで引

いてきて〈ださい。なお登録と注

射のすんだ犬には必ず鑑札をつけ

ましょう。鑑札のない犬は捕獲さ

れます。

※他の地区の日程は次号でお知ら

せします。

実施月日 |休工大市実多 施場所 I実施時間10月2日 村市役所 9.00 '"" 15.30 

10日3自 民会舘 9.30-12.00 
1/ " 部婦人ホーム 13.30 -14.30 

10月4日 村公民舘 10.00-10.30 
11.00 -11.30 

11 1/ 三 浦出張所 13.00 '"" 14.00 
1/ 1/ 農 協西部支所 14.30 --15.00 

10月5日 鈴田出 張所 9.30 '"" 14.00 
11 " 岩松駅前広場 1<1.30 -15.30 

10月6日 |西大村出張所 9.30 '"" 15.30 

10月9日 1諏訪公民舘 9.30 -12.00 
ノY 1/ i池田公民舘 13.30 -14.30 
H 11 微神堂前 広場 15.00 -16.00 

仙
川
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

川
川
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、
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¥、
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産
業
祭
|

ミ
ス
・
カ
ー
ニ
バ
ル
募
集

第
六
回
大
村
市
産
業
祭
の

行
事
と
し
て
、
ミ
ス

・
カ
ー

ニ
バ
ル
顕
彰
会
を
行
な
い
ま

す
。
ふ
る

っ
て

と
応
募
ま
た

は
推
せ
ん
を
し
て
く
だ
さ
い

マ

期

日

十

月
十
五
日

午
後
六
時
三
十
分
よ
り

マ
場
所

市
民
会
舘

マ
応
募
資
格

市
内
に
在
住
す
る
未
婚
の

女
性
で
十
六
才
か
ら
二
十

五
才
ま
で

マ
申
込

十
月
五
日
ま
で
に
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レントゲン車がまわります

結核健康診断を受けよう

申
込
票
と
写
真
(
上
半
身
)

を
添
え
て
市
商
工
観
光
課

か
大
村
青
年
会
議
所

へ

マ
顕
彰

ミ
ス

一
名
、
準
ミ

ス
四
名
に
は
ト
ロ

フ
イ
と

副
賞
が
あ
り
十
六
日
の
カ

ー
ニ
バ
ル
、

パ
レ
ー
ド
に

参
加
す
る
。

〈
わ
し
い
こ
と
は
商
工
観

光
課
又
は
大
村
青
年
会
議
所

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
体
に
受
付

稲
門
会
大
村
支
部
は
、
市

民
会
舘
で
開
い
た

コ
ン
サ

l

ト
の
利
益
金
を
、
又
、
市
農

協
と
松
原
農
協
青
年
壮
年
部

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
と

き
の
寄
付
金
を
国
体
の
事
業

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ー
栄
養
と
食
事
の
指
導

|

キ
ツ
好
い
が
ま
わ
り
ま
す

日
常
の
食
事
は
ど
ん
な
も

の
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
か
:
・。
乙
の
質

問
に
答
え
る
た
め
、
料
理
を

作
り
な
が
ら
栄
養
指
導
を
行

な
う
キ
ッ
チ
ン
ヵ

ー
が
次
の

日
程
で
ま
わ
り
ま
す
。
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日程 i 実 演 場 所 実 演 時間

9月29日 連蔵寺パス停前 10.00 '" 11.00 

9月29日[溝陸公民舘前 13.00 -14.00 

9月29日 蔦川内福田高次郎氏宅前 I 15.00 -16.0D 

10月2日 大多武 婦人ホーム前 10.00 -11.00 

10月2日 久良原公民舘前 13.00 -14.00 

レントゲン車が巡回して結核健康診断を行

ないます。該当者はもれな〈受診しましょう

b受けなければならない人

大村市内に居住する小学校1年生以上の人

で、次に該当するものを除〈全員。

①小学校、中学校、高等学校、その他修学

年限 1年以上の学校に在学中の学生は、学校

で行ないますのでこの検診を受ける必要はあ

りません。

②各職場で毎年、 事業主が実施する検診を

受けるものも必要あ りません。

b料金 無料

なお、結核検診は健康であるなしにかか

わらず、毎年受けなければならないことに

法律で決められています。

検診はいずれの会場でも結構ですから、

気がるに受けて〈だき~'0 

ボグンやホ ックのない下着であれば、そ

のまま受けられます。時間はかかりません

ので、近所さそいあって来て〈ださい。

どうして も受診できない人は、衛生課又は

出張所まで届け出て〈ださい。

10月の28日を除く毎週土曜日9時より11時

までは大村保健所で受診できます。保健所近

くの方や受診もれの人はと利用ください。

， 
t 

r"'-"-'-'一.._..._..一---_.._...一日一---_..一-
一日ごろからの心がまえを一

いざというとき

こんなことでは......

月 日 実施場所

武留路公民舘 9・30-10.30 

10月2日
久津 H 11.00 -12.00 
北松本野川氏宅前 13・00'" 14.00 
松原公民舘 14.30 -15.30 

野岳八本松 9.30 -11.00 

10月3日 東光寺 溝口商居前 11.3U -12.30 
浦二区一前 |1400~1M 

弥勤寺公民舘 9.00 '" 10.00 

10月4日
立福寺舟森商居前 10.30 -11・30
今富郷川添昇氏宅 I 12.30 '" 13.30 
福重農協支所 I 14.00 -16.00 

宮代郷消防庫前 9.30 -10・30

10月5日
萱瀬出張所 11.00 -12・00
久良原営林署 13.00 -14.00 
黒木小学校 14.30 -15.30 

原郷公民舘 9.30 '" 10.30 

10足6日
荒瀬 H 11.00 -12・00
舘ノ川入口 13.00 '" 14.00 
熊野神社鳥居前 14.30 -15.30 

※他の地区の日程は次号でお知らせします。
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室教通-父

り大村市政だよ

|金
無理な追越しは

やめよう

例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と

ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
車
の
往
来

が
は
げ
し
〈
な
り
、
交
通
事

故
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

今
ま
で
の
例
か
ら
乙
の
シ
ー

ズ
ン
の
事
故
原
因
の
大
半
が

無
理
な
追
越
し
と
な

っ
て
い

ま
す
。前
の
車
に
追
従
し
て
い
る

状
態
か
ら
、
前
の
車
を
追
越

し
も
と
の
進
路
に
も
ど
る
ま

で
の
距
離
は
、
例
え
ば
時
速

四
十
キ
ロ
で

三
十
キ
ロ

の
車

を
追
越
す
場
合
で
百
十
二
メ

ー
ト
ル
六
十
キ
ロ
で
五
十
キ

ロ
の
車
を
追
越
す
場
合
は

三

百
六
十
メ
ー
ル

八
十
キ

ロ
で

六
十
キ
ロ
の
車
を
追
越
す
に

は
実
に

二
百
八
十
メ

ー
ト

ル

が
必
要
で
す。

又
安
全
に
追
越
す
に
は
、

前
車
に

ス
レ

ス
レ
に
接
近
し

た
り
、
無
理
に
お
し
の
げ
る

よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
、
前

車
の
前
に
十
分
な
距
離
を
と

-庄町司-

桝

日曜当番医 00月中)

1日 近藤内科楠木眼科

福田産婦人科 原内科

8日 寺井内科 東内科

本内科田中内科

15日 南野内科 中央産婦人

科 今回内科 長崎内科

22日 藤井内科 出口小l

田崎外科 田中語版訴

29日 長野産婦人科 朝長産

婦人科 上田内科 渡辺外科

ら
な
い
で
、

も
と
の
車
線
に

も
ど

っ
た
り
、

前
車
の
左
側

か
ら
追
越
す
る
よ
う
な
こ
と
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行
午
、

2Y九一コ之内
円γ;3
1ドパ
J

叶川ベ
心
U

叫
ん
山
氏
F
1
1
e
F

月

本

学

院

に

は

新

制

高

校

を

生

徒

数

1
百
二
十
名

V

指…
J
ル

吃

業

局

-

ぷ

一

q
w
h
⑬

卒

業
し
て
受
験
で
き
る
が
、

職
員
数
よ

ハ

喜

一

‘，

.

競
争
率
も
平
的
八
倍
と
比
較

学
院
長

l
平
井
孝
氏

ん

~
国
立
大
村
病
院
附
属

大
村
病
院
に
附
属
し
て
設
け
的
高
〈
、
三
カ
年
の
専
門
教

機

機

麟

総

齢

隣

醸

緩

~

ゾ
高
等
看
護
学
院

ら
れ
た
厚
生
省
直
轄
の
看
護
育
を
受
け
、
卒
業
後
は
看
護

滋
綴
総
ゲ
瀦
饗
選
箔
掴
鯛
縁
側
い

~

本
学
院
は
波
静
か
な
大
村
婦
養
成
機
関
で
、
看
護
婦
と
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を

W
議

機

響

轍

濃

納
配

臨

ん

γ

湾
を一

望
す
る
久
原
の
国
立
し
て
の
必
要
な
最
高
の
知
識
得
る
。
今
ま
で
に
約
六
百
名

陶磁
淡
級
品
鋭
機
騒
畿
通
錦
繍
輔
v

九
大
村
病
院
の
一
角
に
あ
る
。
と
技
術
を
授
け
る
と
共
に
よ
の
看
護
婦
を
世
に
号
、
人

総
務
総
勝

機

機

溢

感

慨

闘
い

ん
昭
和
三
十

一
年
に
新
築
さ
れ
き
社
会
人
と
し
て
の
教
養
に
類
の
幸
福
の
た
め
、
ヒ
ユ

l

綴

綴

麟
動

機
織

機
隈

際
機
ん

い
た
明
る
い
校
舎
は
樹
木
に
囲
も
努
め
て
い
る
。
在
学
中
は
マ
一
一
ズ
ム
と
科
学
に
立
脚
し

線
機
綴
川

線
鰍
繍
繍
姐
繍

WHい

ず

れ

、
看
護
教
育
の
殿
堂
と
全
員
寮
生
ま
す
る
こ
と
に
た
神
聖
な
仕
事
に
従
事
し
て

棚

機

秘

繍

鱗

幽

璽

一

ん
し
て
充
実
し
た
近
代
的
な
設
な

っ
て
お
り
実
習
は
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